Chapter5  Summarizing the Concepts 和訳
５－１　心臓血管系の概略

心臓血管系は心臓と血管を含む。心臓は血液を送り血管は、組織細胞とともに栄養と老廃物の交換を行う毛細血管へ血液を送り、また受ける。血液は気体の交換が行われる肺、栄養が血液に入る消化管、老廃物が血液から除かれる腎臓で新たになる。
５－２　血管の種類

動脈：動脈（細動脈）は心臓から血液を送る。動脈は厚い内壁を持っていて、それによって血圧に耐えられるようになっている。
毛細血管：物質の交換が行われる場所である。

静脈：静脈（細静脈）は心臓に血液を運ぶ。静脈は比較的薄い内壁を持っており、一方向に血液が流れるように弁がついている。

５－３　心臓は二重ポンプである

心臓には右側と左側がある。それぞれ心房と心室を持っている。弁は血液が正しい方向に流れるようにする。
心臓を通した血液の経路
右心房は酸素の少ない血液を体から受け、右心室によって肺サーキット（肺）に送られる。

左心房は酸素の多い血液を肺から受け、左心室は全身の回路に血液を送る。

心臓の鼓動の制御

心臓のサイクルの間、ＳＡノード（洞房結節）は心房を収縮させて心臓の鼓動を促す。ＡＶノード（房室結節）は心室に刺激物を送り、心室の収縮を起こす。心臓の“lub-dup”という音は半月上の弁が閉じるのに続いて、房室弁が閉じることによっておきる。
５－４　心臓血管系の特徴

脈拍：脈拍は心臓の鼓動の周期を示している。

血圧により動脈中の血液は流れる：心臓の鼓動によりひきおこる血圧は動脈における血液の流れをつくる。

毛細血管における血液の流れは遅い：毛細血管で血液の速度が遅くなることで、組織における栄養と老廃物の交換を促進する。

静脈における血液の流れは心臓へと戻る：静脈内の血流は骨格筋の収縮、弁の存在、呼吸運動によるものである。
５－５　心臓血管の二つの経路　
心臓血管系は肺サ－キットと全身サーキットに分けられる。
肺サーキット：気体の交換

省略

全身サーキット：組織液での交換

全身サーキットでは、大動脈は体の器官や細胞につながる血管に分かれる。静脈は酸素の少ない血液を心臓に戻す。　　　　　　　　　
５－６　毛細血管における交換

この図は体の組織における毛細血管での交換を示している。（肺における気体の交換は含まれていない）

· 心臓血管系の毛細血管の動脈側では血圧は浸透圧よりも強いため、水分は毛細血管から離れる。

· 中間地点では酸素と栄養素が毛細血管から外に拡散し、逆に二酸化炭素とほかの老廃物は毛細血管の中に拡散する。

· 静脈側では、タンパク質によりもたらされた浸透圧は血圧よりも強くなり、ほとんどの水分が再び毛細血管にはいる。ある程度の水分は組織液として残る。心臓血管系毛細血管の静脈側で回収されなかった余分な組織液はリンパ毛細管に入る。

· リンパ液はリンパ管に含まれる組織液である。

· リンパ系は一方通行である。リンパ液は心臓血管の静脈を通って血液に戻る。

５－７　心臓疾患

心臓疾患は西欧諸国で死においやる原因である。

· 高血圧、アテローム硬化は発作、心臓発作、動脈瘤を引き起こしうる。

· 心臓に健康的な食事を取ること、定期的な運動をすること、適正な体重を保つこと、タバコをすわないことが心臓疾患のリスクをおとす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

